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　2011 年 3月 11日に発生した東日本大震災から約 1
年。「まちづくりNPO新町なみえ」主催のもと、浪江
町民の皆様の生活やコミュニティの再建に向けた取り
組みが動き出しました。
　2012 年 3月 3日・4月 14日に二本松市浪江仮役場
で幹事会が行なわれ、これを踏まえて、5月 12日に二
本松、6月 9日に南相馬、6月 23日に東雲でワーク
ショップが開催されました。6月 16日には成果報告会
も行なわれました。

これまでの取り組み
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＜第 1回幹事会＞
日時：2012 年 3月 3日
会場 : 二本松市内　浪江仮役場第二事務所

　被災から約 1年間、浪江町の復興に対する様々な思
いを交換する場も少なく、各々が胸に抱えながら避難
生活を送られてきました。
　第 1回幹事会は、こうした思いを自由に交換する会
となりました。また、今後の幹事会・ワークショップ
の進め方についても話し合われました。

＜第 2回幹事会＞
日時：2012 年 4月 14 日
会場 : 二本松市内　浪江仮役場第二事務所

　いつか浪江町に帰還するために、やらなければなら
ないこととは何なのか。第二回幹事会では、順調に帰
還が進む場合、ゆっくりと帰還が進む場合という二つ
の前提にわかれて具体的な解決策が議論されました。
　実際に浪江町の模型を囲みながら、意見を書いた旗
を差す「旗指ゲーム」を行ないました。

＜二本松ワークショッップ＞
日時：2012 年 5月 12 日
会場 : 二本松市内　福祉センター

　総勢約 70名、二本松に避難する浪江町の方を中心
として、多くの方が福祉センターに集まり、これまで
幹事会で話し合われた内容の共有が行われました。
　さらに、幹事会と同様「旗指ゲーム」を行いながら、
新たな意見を頂くことが出来ました。また、「町外コ
ミュニティ」についても意見交換が行なわれました。
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ワークショップ・幹事会概要



＜東雲ワークショップ＞
日時：2012 年 6月２３日
会場 : 東京都内　東雲住宅

　浪江町からの距離が遠ければ遠いほど、浪江町と関わ
りを持つ機会は少なくなっていくと考えられます。
　東京に避難されている方の多くは、町外での生活を基
本としており、こうした方々が、ふるさとと決別するの
ではなく、どのように関わっていくことが出来るのか、
模型を囲みながら意見交換を行いました。

＜南相馬ワークショップ＞
日時：2012 年６月 9日
会場：南相馬市内　福建コンサルタント

　相馬・南相馬地区でも多くの浪江町民の方が避難生活
を続けています。
　他の地区で生活を送る方にも意見を頂くために、引き
続き同じ手法を用いて南相馬でもワークショップを行い
ました。会場として、南相馬市内で会社の再建を行った
福建コンサルタントの事務所をお借りしました。

＜成果報告会＞
日時：2012 年 6月 16 日
会場 : 二本松市内　岳温泉東三番館

　約 3ヶ月半という短い期間の中で、幹事会・ワーク
ショップ、またヒアリング調査を通して得ることが出来
た皆様の意見から、早稲田大学都市・地域研究所＋佐藤
滋研究室の責任の下、復興ビジョンを作成し、報告会を
行いました。この復興ビジョンに対して、参加された町
民の方から修正点を指摘していただきました。
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ワークショップアンケート結果（5/12二本松、6/9南相馬、6/23東雲）
※アンケート総数は、二本松24件、南相馬18件、東雲13件

二本松WS
（回答数21）

南相馬WS
 (回答数14)

東雲WS
（回答数13）

男性 83% 39% 62%
女性 17% 56% 38%
30代 18% 0% 33%
40代 5% 27% 0%
50代 36% 27% 8%
60代 23% 47% 33%
70代 18% 0% 25%
二本松市内 33% 86% 92%
福島市内 29% 14% 8%
その他 38% 0% 0%

二本松WS
（回答数24）

南相馬WS
 (回答数17)

東雲WS
（回答数12）

71% 76% 67%
29% 24% 25%
0% 0% 8%

二本松WS
（回答数24）

南相馬WS
 (回答数17)

東雲WS
（回答数12）

75% 65% 42%
25% 29% 58%
0% 6% 0%

３．浪江町復興のための「73絵」の提案（素案）の中で特に気に入ったものを３つ選んでください。

２．このようなワークショップを通じて、
浪江町の復興について話し合うことが大切
だと思いますか？
とても大切だと思う　
大切だと思う
あまり大切だと思わない

０．回答者のみなさん

１．今後の復興まちづくりについて、参加
者の皆さんと有意義な意見交換ができまし
たか？
とても有意義だと思う　
まあまあできた
あまりできなかった

性別

世代

現住所
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WS会場別にみた浪江町復興のための「73絵」の提案（素案）
の選択された提案のタイトルと選択数

二
本
南
相
東
雲

1 交通システム・インフラ 4 1
　　1-4 町内を路線バスで移動する 1
　　1-5 弾丸道路で西方から浪江に入る 3
2 居住・滞在施設 6 1
　　2-2 復興公営住宅をつくる 4 1
　　2-3 ソーラーパネル住宅で暮らす 4
　　2-4 作業員の宿舎を整備する 1
　　2-5 元の集落の人々を中心とした住区で暮らす 4 1
　　2-6 既存施設を復興住宅に用途転用する 1 1
　　2-7 福祉施設が併設された住宅で暮らす 1 1
　　2-8 コレクティブハウスで生活する 2 1
　　2-9 短期・長期滞在住宅で一時的な滞在をする 1
　　2-10 既存施設を住宅や滞在施設に用途転用する 1 1
3 まちなかでの暮らし 1 1
　　3-1 季節行事 1
　　3-2 路上パフォーマンスなどイベントを企画する 1
　　3-3 商店街で食べ歩きする 1
　　3-4 足湯を楽しむ 1
　　3-6 復興商店街で買い物・商店街運営をする 1
　　3-7 集会場、公民館に集まる 1
　　3-8 苕野神社などを再生させる 1 1
　　3-9 寺院などの伝統建築を残す 3
4 自然と親しむ場 2 2
　　4-1 沿岸部に湿地帯、干潟をを整備する 3 1 1
　　4-2 桜街道を歩く 1 2
　　4-7 魚釣りをする 1
　　4-10 川沿いにビオトープなどの環境共生空間を設ける 2 1
　　4-11 ヤナ場でサケ漁をする 1
5 防災 1
　　5-1 災害時に盛土した広場に避難する 1
　　5-2 嵩上げ自動車道路をつくる 1
　　5-4 自然工法の防潮堤をつくる 1 2
6 医療・福祉 4 1 1
　　6-1 町内の個人病院が集まった総合病院をつくる 1 1
　　6-2 高齢者のための文化施設をつくる 1 1 1
　　6-4 サービスや設備が集約された福祉拠点をつくる 3
7 農業・漁業 6 2
　　7-1 農地回復や景観向上のために花を植える 1 1 1
　　7-2 自然エネルギー生産のための農作物を栽培する 1 1
8 エネルギー 5 1
　　8-1 風車を設置して発電する 3 2
　　8-2 ソーラータワーで発電する 1
　　8-6 バイオマスエネルギーを生産する 2
9 水システム 1
　　9-4 安全な水を遠方から送水する 2
10 教育・研究 1
11 震災メモリアル　　11-2自然一体型の墓地をつくる 1 1
12 町外での生活　　12-2交流会を開く 1
※個別の項目などについては、浪江町復興のための「73絵」の提案（素案）を参照してください。
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４．自由意見 ※アンケートに記入されたものをそのまま記入しております。 
（二本松WS 5/12実施） 
・社会的弱者（高齢者、障害者、子供等）の気持ちに寄り添って、復旧、復興に向け
がんばりますよ。 
・前線基地、町外コミュニティなどの用語の意味をきちっと整理して始めるべき。若
干混乱。仮の町問題の前提整理では、NPO 名義でのもう１歩踏み込んだ資料をつく
り、事前説明が必要。役場側＋αで詳細に。 
・本日出た意見等は、話し合いだけで終わらず、近い将来必ず実現するんだという信
念を持ち、前に進まなければいけない。これをどういう風に実現するか真剣に考えて
いこうと思う。 
・大変ご苦労さまでした。私はなんとかこれをネットワーク化し、被災地の人々の考
えをまとめていきたいと思います。今後ともご協力よろしくお願いいたします。 
・安定しない原発が、変に思考する上でのネックになり、浪江に帰りたい気持ちと、
再度放射能が降る不安の為に帰れないのではないかという気持ちが揺れ動き、自分の
考えそのものがわからない状態で、このWSに参加しました。 
・前向きになれて楽しかったです。 
・復旧、復興の為のビジョンが発表されているが、今後の計画を行う為には、今回の
WS等で具体化した計画を立てて、実行に向かうことが大切である。東電の終息...収
束に向けた行動と復旧、復興を同時進行させる為にも、早期に計画を実行に移す日の
くることを願っています。 
・WS設営とジオグラ活用のおもしろさを体験したことはありがたい経験でした。た
だ、学生の司会運営方法の勉強が必要でしょう。 
・インフラ整備の話の中で、地下鉄をつくり、福島市、郡山市、いわき市、仙台市を
つなぎ、再度原発での事故の際には核シェルターとして使えるのでは、というお話が
出ていました。世界で一番すばらしい施設があることが、今後必要だと思います。で
きることなら、双葉郡から東京までの地下鉄ができたら安心できるかなぁ...。 
・帰れないけど帰れない。 
・除染が完了したことを前提としての議論は難しかった。しかしながら、こういった
議論は町への展望を示したりするのには必要なものであると感じた。 
・若年層のみのワークショップ開催も必要と思います。理想と現実の問題には必ず直
面します。一人ひとりの理想をかなえることは、ほぼ不可能で、仕方がないことと思
います。しかし、示された現実が、政府や行政などのエゴにならないようにしていき
たいと思っています。 
・今現在精神的に余裕がない状態で、早く方向性を決めたい。ただし、20～30 年度
のことを考えたときを熟慮しなければならない。ただ、考え方の基本では、放射線量
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が、安心できる場所を考えており、その方向性では無い方に町の方向性があるのであ
れば、町民ではなくなってしまうおそれがある。もう一つ、方向性の決定が遅れれば、
町もなくなってしまう心配がある。明るい夢を描きたい！ 
・現況を考えると机上の空論に思う。将来的に参考になった。 
・先の見えない中、帰還を諦めかけている中で、このような機会を頂きましたこと、
感謝したいと思います。個々に帰郷への思いを馳せても、浮かんでくるのは震災前の
生活のことばかりで、何一つ新たな生活環境を想像することができませんでした。他
の皆さんも、今後の浪江町に対してどの様にお考えなのか、不安に感じていましたが、
ワークショップの中でそれぞれの思いを確認できたことが良かったです。今回は、原
発と共生していかなければならない（本当の収束まで）ことには触れずにまちづくり
を考えて話しましたが、次回はもっと現実に触れながら将来のビジョンを検討してみ
たいと思います。 
・第一に安心して暮らすには、何をして、それからどうするか？頭の中にガンがあっ
て、先に進めない。夢物語にならなければ良いと思いますが...。ただ今からやらねば
いけないと思っていますので、頭を絞ってアイディアを出していきたいです。 
・未来への夢・ビジョンを描く時期。いくつかのシミュレーションから具体化をめざ
す。国家プロジェクトで未来都市をつくるくらいの構想。スマートシティ。 
・高齢者を中心とした施設、20 代、30 代の人が帰ってくる町づくりを考えてみる。
現状では地区を文化的な物は残して全てを更地にして区画整理する方が１軒１軒除
染するより良いのではないか。 
・意見交換を通して自分の考えをまとめたり、修正をすることができた。得たものを
他に伝えることで新しい発見ができたり、相手が希望を持って生活するように変えら
れることができているので、ありがたい。 
・浪江町の再生に向けた考え方が少しづつ思いつくようになった。 
・無人のまちには復旧も復興もない。帰りたい人、帰れる人が、帰れる環境づくりが
第一。 
 
（南相馬WS 6/9実施） 
・夢の夢の又夢の物語のようなまちづくりの構想ですが、いつかきっと元の美しい浪
江町、すてきな浪江町に戻れる日が来ることを願っています。自分の命があるかぎり
前向きに生きてゆければ良いと思います。静岡にいて本当に浪江が恋しく、辛く、悲
しい日々を送ってきたので、もう二度とこの様なことがないように日本も（浪江町民
も）原発に反対したいと思う。脱原発に向けて、運動してくれる人を希望しています。
私もずっと関わっていきたいです。未来の子供達のために！ 
・意見を出せる場としてどんどん開催して、町に提案してください。 
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・暗い話ばかりで仮設から外出することもありません。今日は浪江のこれから 10年、
20 年の話で、自分がいつまで生きられるかわかりませんが、浪江に帰りたいです。
浪江の話ができて、参加してよかったです。 
・一歩一歩（一つ一つ）復興まちづくりができるように願っています。 
・NPO のみなさんお疲れさまです。これからもよろしくお願いします。毎日、土い
じりも、草むしりもできない状態で、とてもつらい毎日ですが、多くの人と出会う気
持ちがとてもうれしいです。 
・美しい浪江に早く戻して欲しい！！その為にもっと本日の様な希望のある話し合い
の場が欲しい！！今日はありがとうございました！ 
・夢と希望は難しいと思いますが、少しづつスマイルを出せるようがんばっていきた
い。また参加させてください。本日はありがとうございました！ 
・個人個人が色々な意見をお持ちだと感じました。浪江町は水も魚も自然もとてもす
ばらしい町でした。20年後、30年後に、今日のような話し合いのようなことが現実
になるように心から祈りたい気持ちでいっぱいです。浪江の町がもとどおりになるま
で長生きしたいです。 
・国の対応が遅すぎる。本当に困っている人を見ていないように感じる。 
・浪江町復興の基礎とした考え方が、一歩でも進行できることができました。 
・今回の話し合いは、現実的には無理な除染によって放射線が低下したという前提の
ものでした。自分にとっては非現実的過ぎて、この作業がどれくらい意味のあること
なのかわかりませんでした。また、全ての会合で言えることですが、どこでも出席者
の大多数は年寄りばかりで、これからを担う若者が少なく、その人たちの意見が取り
入れられません。それをとても気にしています。 
・先が明るく感じられ、希望が少しもてる様になりました。 
・個人で色々な思いや意見があってなかなか難しいものを感じます。いい方向に進ん
でくれたらと思います。まだまだ時間はかかりますが、早い進展を願うばかりです。 
・復興に関して色々な話を聞いて参考になりました。 
・関係者の方々へのご苦労、大変だったと思います。楽しく学習させてもらいました。
浪江の将来の見通しがわからないので今後の生活に不安を感じます。 
 
（東雲WS 6/23実施） 
・福島県外のみなさん、学生さんが真剣に福島（浪江）の事を考えてくれていること
が大変うれしい。 
・お疲れ様でした。 
・継続して下さい。 
・自分は浪江町の事について分からない事や、場所などが多すぎると感じさせられた。
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それと、意見交換などああいった場は、やはり得意ではなく、自分がいるべき場所で
はなかったか、と思ってしまった。復興についても、いまいちイメージが沸かないと
いうか、真剣に取り組んでいる人達に申し訳ない気もしました。もう少し、将来のこ
とを真剣に考えなくては、と思い知らされました。  
・頭で考える復興と現実（現状）の違いが分かった。イメージを描くのは簡単だけど、
行動するとなると難しいだろうな、と考えさせられた。 
・今回このような会を開いていただき、とても有意義に参加させていただきました。
もっと年齢が近い人、同じ立場、またはまったく違う場所に住んでいる人とやりたい
ですね。色々な声を聞き、色々な人に聞かせたい会でした。 
・私達、浪江町の為に色々とご心配いただき、おいで下さいまして深く感謝申し上げ
ます。早く除染され、浪江町に住めるようにしたいです。 
・現実を改めて考えさせられた。ありがとうございました。 
・大変勉強になりました。 
・今日はお世話様でした。私達は東雲に来て 1 年と 3 ヶ月になります。 今日は本当
にありがとうございました。これからもお世話になります。 
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